
〈
調
査
報
告
〉

「
旧
制
学
習
院
歴
史
地
理
標
本
室
移
管
資
料
」
に
つ
い
て

「旧制学習院歴史地理標本室移管資料」にっいて

は
じ
め
に

長
佐
古
美
奈
子

　
「
旧
制
学
習
院
歴
史
地
理
標
本
室
移
管
資
料
」
は
、
戦
前
の
旧
制
学
習
院
中
・
高
等
科
の
歴
史
地
理
標
本
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
標
本

類
な
ら
び
に
発
掘
資
料
類
を
指
す
。
現
在
、
史
料
館
が
収
蔵
し
て
い
る
も
の
は
二
五
二
件
、
総
点
数
約
五
〇
〇
点
で
あ
る
。

　
歴
史
地
理
標
本
室
が
い
つ
発
足
し
、
ど
の
よ
う
な
教
科
要
綱
の
も
と
に
資
料
類
が
収
集
さ
れ
て
い
た
か
、
何
点
の
収
蔵
品
が
あ
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
V

か
な
ど
に
つ
い
て
は
『
学
習
院
百
年
史
』
に
記
載
が
な
く
、
そ
の
他
の
記
録
類
も
な
い
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
詳
し
い
状
況
は
わ
か
っ
て

い
な
い
。
設
置
さ
れ
て
い
た
場
所
は
、
現
在
の
西
一
号
館
三
〇
七
・
三
〇
八
教
室
で
あ
っ
た
。

　
大
学
図
書
館
に
『
標
本
原
簿
（
地
理
）
』
『
標
本
原
簿
（
歴
史
）
』
と
い
う
二
冊
の
原
簿
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
地
理
標
本
室
の
収
蔵

79



品
の
一
部
に
つ
い
て
は
名
称
、
入
手
経
路
、
購
入
価
格
な
ど
が
判
明
す
る
。
こ
の
標
本
原
簿
に
よ
れ
ば
、
地
理
は
大
正
一
二
年
（
一
九
ニ

　
　
　
　
　
　
　
オ
ン
ド
ル

三
）
五
月
一
日
に
「
温
突
」
を
八
三
円
六
〇
銭
で
購
入
し
、
そ
れ
を
「
登
録
番
号
一
」
と
し
て
い
る
も
の
か
ら
始
ま
り
、
昭
和
一
四
年
（
」

九
三
九
）
五
月
一
二
日
に
「
登
録
番
号
三
二
四
　
日
本
水
産
地
図
」
を
斎
藤
福
治
よ
り
二
五
円
で
購
入
し
た
記
録
を
も
っ
て
終
わ
る
。
一

方
、
歴
史
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
三
月
一
五
日
に
「
登
録
番
号
一
　
御
紋
章
入
三
ツ
組
銀
盃
（
故
乃
木
院
長
遺
物
）
」
か
ら
始
ま
り
、
昭

和
一
九
年
（
一
九
四
四
）
に
「
登
録
番
号
二
二
二
　
満
蒙
の
劇
噺
教
美
術
（
支
那
文
化
史
蹟
第
二
）
解
説
添
」
を
法
蔵
館
よ
り
三
五
円
で
購
入

し
た
記
録
に
て
終
わ
る
。

　
標
本
原
簿
の
地
理
と
歴
史
の
登
録
番
号
を
合
計
す
る
と
五
四
六
点
で
あ
る
。
し
か
し
原
簿
の
間
に
挟
ま
っ
て
、
「
西
カ
ロ
リ
ン
諸
島
サ

ン
サ
ル
島
島
民
用
敷
物
弐
枚
（
中
略
）
軍
艦
淀
一
等
主
計
兵
池
田
一
郎
寄
付
　
大
正
九
年
十
二
月
」
な
ど
と
記
さ
れ
た
メ
モ
類
が
何
点
か
あ

る
こ
と
ー
こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
標
本
原
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
ー
、
発
掘
資
料
に
つ
い
て
は
非
登
録
で
あ
る
こ
と
、
標
本
原
簿
に
記

載
さ
れ
て
い
な
い
資
料
類
が
現
在
史
料
館
に
か
な
り
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
標
本
原
簿
が
歴
史
地
理
標
本
室
の
全
収
蔵
物
を

あ
ら
わ
し
て
は
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

　
歴
史
地
理
標
本
室
資
料
が
史
料
館
に
移
管
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
移
管
に
関
す
る
書
類
、
記
録
も
ほ
と
ん
ど
残

っ
て
い
な
い
。
史
料
館
の
『
業
務
日
誌
』
昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
）
五
月
二
九
日
の
項
に
「
図
書
館
か
ら
戦
前
の
学
習
院
、
地
理
歴
史
標

本
を
受
け
取
る
」
と
の
記
事
が
あ
る
が
、
こ
の
記
事
に
し
て
も
、
ど
の
資
料
の
移
管
を
受
け
た
の
か
、
全
部
で
何
点
だ
っ
た
の
か
な
ど
の

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
た
だ
し
「
血
2
9
5
（
恥
○
○
○
は
史
料
館
に
お
け
る
整
理
番
号
、
以
下
同
様
）
～
M
3
0
2
奏
任
官
束
帯
（
名
称
は
今
回
の
整
理
に
よ

る
名
称
、
以
下
同
様
）
類
」
、
「
恥
3
0
5
地
球
儀
」
、
「
M
3
0
6
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
武
器
・
パ
ラ
オ
諸
島
武
器
及
び
漁
携
具
」
に
つ
い
て

は
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
三
月
七
日
に
図
書
館
よ
り
保
管
転
換
の
要
請
を
受
け
、
史
料
館
に
移
管
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
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史
料
館
初
代
助
手
の
篠
沢
治
子
氏
（
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
～
昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）
、
史
料
館
前
身
の
文
学
部
史
学
科
史
料
室

時
代
か
ら
の
在
任
）
に
よ
れ
ば
、
文
学
部
史
学
科
史
料
室
が
図
書
館
別
館
の
蔵
に
開
設
さ
れ
た
時
に
は
、
も
う
す
で
に
、
そ
の
蔵
の
一
階

部
分
に
高
松
宮
殿
下
寄
贈
資
料
の
「
M
2
9
3
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
カ
ヌ
ー
模
型
」
「
恥
2
9
4
パ
ラ
オ
島
ア
バ
イ
模
型
」
な
ど
が
収
蔵
さ

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
お
そ
ら
く
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
の
大
学
開
設
に
伴
い
、
西
一
号
館
が
中
・
高
等
科
か
ら
大
学
に
引
き
渡
さ
れ
た
時
に
、
歴
史
地
理

標
本
室
は
分
裂
を
し
、
あ
る
も
の
は
図
書
館
に
、
あ
る
も
の
は
中
・
高
等
科
に
移
管
さ
れ
（
後
述
の
輔
仁
会
史
学
部
発
掘
調
査
出
土
資
料

な
ど
）
、
そ
の
う
ち
の
図
書
館
に
移
管
さ
れ
た
も
の
の
一
部
が
何
回
か
に
渡
っ
て
史
料
館
に
移
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
現
に
史
料
館
以
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

に
も
、
院
史
資
料
室
、
東
洋
文
化
硬
究
所
に
歴
史
地
理
標
本
室
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
今
回
の
調
査
で
判
明
し
た
。
）

　
史
料
館
に
移
管
さ
れ
た
資
料
は
昭
和
五
九
年
度
（
一
九
八
四
）
に
粗
い
調
査
が
一
度
な
さ
れ
、
収
蔵
点
数
な
ど
は
概
ね
把
握
さ
れ
て
い
た

が
、
詳
細
な
整
理
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
今
年
度
（
平
成
八
年
度
（
一
九
九
六
）
）
は
目
録
刊
行
、
資
料
公
開
、
資
料
紹
介
を
目
的
と
し
た
整
理
・
調
査
を
行
っ
た
。
目
録
は
平
成
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

年
度
（
一
九
九
七
）
に
刊
行
の
予
定
で
あ
る
。
目
録
刊
行
に
先
立
ち
、
こ
の
『
紀
要
』
九
号
に
お
い
て
、
歴
史
地
理
標
本
室
移
管
資
料
の
個

別
資
料
に
関
す
る
論
考
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
資
料
群
と
し
て
の
歴
史
地
理
標
本
室
移
管
資
料
に
つ
い
て
、
及
び
個
々
の
資

料
に
関
す
る
若
干
の
報
告
を
し
た
い
。
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一
　
教
育
研
究
資
料
群
と
し
て
の
「
旧
制
学
習
院
歴
史
地
理
標
本
室
移
管
資
料
」

82

　
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
一
月
一
八
日
の
第
一
四
期
学
術
審
議
会
学
術
資
料
部
会
で
「
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
イ
ニ
・
・
ユ
ー
ジ
ア
ム
の
設
置
に
つ

い
て
」
と
題
す
る
報
告
が
了
承
さ
れ
た
。
「
学
術
標
本
の
収
集
、
保
存
、
活
用
体
制
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
と
い
う
副
題
が
示
す
と
お
り
、

国
公
私
立
大
学
で
の
学
術
標
本
の
保
存
と
活
用
の
充
実
を
図
る
た
あ
の
一
つ
の
方
策
と
し
て
の
「
大
学
博
物
館
設
置
」
の
構
想
を
示
し
た

　
　
　
（
4
）

も
の
で
あ
る
。

　
現
在
の
日
本
の
大
学
に
お
け
る
学
術
標
本
の
保
存
・
活
用
状
況
は
酷
く
、
四
分
の
三
の
大
学
に
博
物
館
・
資
料
館
等
の
学
術
標
本
を
保

存
・
活
用
す
る
施
設
が
な
く
、
博
物
館
的
施
設
の
あ
る
大
学
で
も
、
あ
る
一
定
の
分
野
の
も
の
し
か
収
集
せ
ず
、
他
の
分
野
で
収
集
さ
れ

た
学
術
標
本
は
収
蔵
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
収
蔵
さ
れ
て
い
る
学
術
標
本
で
も
そ
の
多
く
は
保
存
施
設
設
備
や
人
員
の
不
足
の
た

め
に
、
た
だ
た
だ
保
管
さ
れ
て
い
る
だ
け
の
状
態
、
そ
れ
も
い
つ
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
危
険
性
が
あ
る
、
と
い

う
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
な
ん
と
か
学
術
標
本
資
料
を
収
集
、
保
存
、
活
用
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
お
こ
っ
た
も
の
が
、
前
述
の

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
構
想
で
あ
る
。
こ
の
構
想
に
よ
り
、
平
成
八
年
度
（
一
九
九
六
）
よ
り
国
立
大
学
七
校
に
お
い
て
、

大
学
博
物
館
を
設
置
し
、
資
料
を
保
存
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
で
は
、
戦
前
の
旧
制
学
校
制
度
の
標
本
資
料
な
ど
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
保
存
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
旧
制
学
習

院
歴
史
地
理
標
本
室
移
管
資
料
」
の
類
例
に
つ
い
て
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
管
見
で
は
発
見
で
き
て
い
な
い
。
同
様
の
施
設
が
あ
っ
た
学
校
、

同
類
の
資
料
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
お
そ
ら
く
、
か
な
り
あ
る
と
想
像
で
き
る
が
現
在
の
大
学
で
の
学
術
標
本
資
料
の
処
遇
と
同
様
、

資
料
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
人
手
不
足
の
た
め
に
整
理
に
ま
で
手
が
ま
わ
ら
ず
、
公
開
の
姐
上
に
上
っ
て
い
な
い
の
が
現
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状
で
あ
ろ
う
。
学
校
史
を
編
纂
す
る
上
で
、
組
織
や
場
所
と
し
て
の
「
標
本
室
」
を
捉
え
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
た
だ
「
存
在
し
た
」
と

い
う
だ
け
で
記
述
は
終
わ
り
、
そ
こ
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
資
料
の
そ
の
後
や
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
ま
で
触
れ
る
記
述
は
な
い
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
「
旧
制
学
習
院
歴
史
地
理
標
本
室
」
と
い
う
組
織
の
存
在
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
収
蔵
品
で
あ
る
「
旧
制
学
習

院
歴
史
地
理
標
本
室
移
管
資
料
」
が
今
回
一
括
に
近
い
形
で
、
保
存
、
整
理
、
研
究
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
は
、
教
育
史
的
に
も
博
物
館

学
的
に
も
先
進
的
な
試
み
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
標
本
資
料
の
入
手
経
路
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
り
、
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
意
図
」
や
「
戦
前
の
日
本

の
体
制
を
そ
の
ま
ま
あ
ら
わ
す
一
側
面
」
と
し
て
の
資
料
、
「
学
習
院
と
官
内
庁
の
関
係
」
な
ど
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
資
料
群
で
あ
る
。

　
旧
制
学
習
院
と
同
時
期
に
存
在
し
て
い
た
旧
制
高
校
な
ど
に
は
同
種
の
資
料
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
ぜ
ひ
資
料
の
発
見
、

整
理
、
公
開
を
待
ち
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
「
旧
制
学
習
院
歴
史
地
理
標
本
室
移
管
資
料
」
と
の
対
比
を
し
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

二
　
「
旧
制
学
習
院
歴
史
地
理
標
本
室
移
管
資
料
」
の
入
手
経
路
別
分
類
と
そ
の
例

　
「
旧
制
学
習
院
歴
史
地
理
標
本
室
移
管
資
料
」
の
資
料
入
手
経
路
は
、
前
述
の
大
学
図
書
館
蔵
『
標
本
原
簿
（
地
理
）
』
『
標
本
原
簿
（
歴

史
）
』
に
よ
り
、
半
数
程
度
に
つ
い
て
は
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
確
定
に
つ
い
て
も
、
当
時
の
名
称
と
現
在
考
え

ら
れ
る
名
称
と
に
か
な
り
の
ず
れ
が
あ
る
た
め
、
資
料
の
一
点
一
点
に
つ
い
て
の
詳
細
な
比
定
作
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
資
料
に
は
『
学
習
院
歴
史
地
理
標
本
室
脳
』
様
の
ラ
ベ
ル
が
貼
付
、
あ
る
い
は
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
が
、
こ
の

「
鮒
」
と
い
う
番
号
は
標
本
原
簿
上
に
は
存
在
し
な
い
。
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
述
べ
た
と
お
り
、
地
理
と
歴
史
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
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一
か
ら
始
ま
る
登
録
番
号
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
各
々
三
二
四
番
、
二
二
二
番
が
最
終
番
号
で
、
四
桁
の
数
字
は
な
い
の
で
あ
る
。
あ
き

ら
か
に
原
簿
と
一
致
す
る
資
料
（
た
と
え
ば
『
標
本
原
簿
（
歴
史
）
』
「
登
録
番
号
六
七
　
魏
画
像
石
片
」
は
『
学
習
院
歴
史
地
理
標
本
室

鞭
』
）
の
四
桁
番
号
を
基
準
と
し
て
、
地
理
と
歴
史
を
合
わ
せ
、
年
代
順
に
並
べ
替
え
て
み
た
が
、
四
桁
番
号
は
整
然
と
は
並
ば
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
作
業
の
結
果
、
資
料
の
入
手
経
路
を
あ
る
程
度
判
明
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
た
。

　
そ
の
結
果
（
一
）
購
入
、
（
二
）
移
管
、
（
三
）
寄
贈
、
（
四
）
発
掘
の
四
種
の
入
手
経
路
分
類
が
可
能
と
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
分
類

に
基
づ
き
、
資
料
の
紹
介
を
し
て
い
く
。
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（一

j
購
入
資
料

　
購
入
標
本
資
料
の
ほ
と
ん
ど
が
（
株
）
島
津
製
作
所
よ
り
の
購
入
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
に
各
地
物
産
博
覧
会
、
骨
董
商
と
思
わ
れ
る
人
物

よ
り
の
購
入
も
若
干
あ
る
。

　
ほ
と
ん
ど
の
購
入
資
料
の
入
手
先
で
あ
っ
た
（
株
）
島
津
製
作
所
は
大
正
～
昭
和
初
期
に
お
い
て
、
標
本
を
製
作
し
て
い
た
国
内
最
大
手

の
企
業
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
同
社
に
標
本
資
料
は
現
存
せ
ず
、
同
社
の
標
本
部
が
戦
後
独
立
し
起
業
し
た
（
株
）
京
都
科
学
に
も
そ
の

時
期
の
学
校
教
材
標
本
は
残
っ
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
、
島
津
製
作
所
島
津
創
業
記
念
資
料
館
に
標
本
の
販
売
カ
タ
ロ
グ
（
以
下
、
島
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

カ
タ
ロ
グ
と
略
）
の
『
目
録
　
地
理
と
歴
史
（
地
理
歴
史
学
用
標
本
及
模
型
目
録
）
』
が
一
冊
展
示
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
カ
タ

ロ
グ
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
時
ど
の
よ
う
な
も
の
が
標
本
と
し
て
製
作
さ
れ
て
い
た
か
、
ま
た
そ
の
中
で
学
習
院
は
何
を
必
要
と
考
え

て
購
入
し
、
何
を
購
入
し
な
か
っ
た
か
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
ら
の
購
入
資
料
は
、
「
教
材
」
で
あ
り
、
美
術
品
的
資
料
価
値
は
あ
ま
り
高
く
は
な
い
。
し
か
し
、
当
時
の
産
業
を
知
る
上
で
は

貴
重
な
資
料
と
な
り
う
る
。



「旧制学習院歴史地理標本室移管資料」にっいて

　
例
え
ば
「
M
1
6
2
オ
ノ
コ
ロ
焼
蓋
付
湯
呑
」
は
、
大
正
＝
二
年
（
一
九
二
四
）
九
月
三
日
に
島
津
製
作
所
よ
り
一
円
で
購
入
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
島
津
カ
タ
ロ
グ
中
の
「
地
理
ノ
部
ー
地
理
学
用
標
本
－
各
種
生
産
物
及
其
工
業
品
1
6
化
学
工
業
I
B
陶
磁

器
」
よ
り
選
択
し
て
購
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
島
津
カ
タ
ロ
グ
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
発
行
（
昭
和
一
〇
年

（一

緕
O
五
）
改
訂
発
行
）
の
も
の
の
た
め
か
、
「
オ
ノ
コ
ロ
焼
」
の
名
称
は
な
い
。
ち
な
み
に
こ
の
「
オ
ノ
コ
ロ
焼
」
窯
は
明
治
一
六
（
一

八
八
三
）
か
ら
兵
庫
県
淡
路
島
で
開
業
し
て
い
た
淡
路
焼
（
民
平
窯
）
系
の
窯
で
あ
る
が
、
操
業
期
間
が
短
い
た
め
（
創
業
者
の
田
村
久
平
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
没
し
て
い
る
）
現
物
資
料
を
見
つ
け
る
こ
と
が
難
し
い
。
『
原
色
陶
器
大
図
鑑
』
に
も
写
真
の
記
載
は
な
い
。
学

習
院
が
大
正
＝
二
年
（
一
九
二
四
）
に
購
入
し
た
時
点
で
は
「
オ
ノ
コ
ロ
焼
」
は
手
に
入
り
や
す
い
一
般
的
な
焼
き
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
が
、
わ
ず
か
六
年
後
の
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
は
も
う
す
で
に
力
タ
ロ
グ
か
ら
姿
を
消
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
M
2
1
［
朝
鮮
農
民
風
俗
］
男
女
人
形
」
は
、
ど
こ
か
ら
入
手
し
た
も
の
な
の
か
、
正
式
な
名
称
は
何
な
の
か
は
っ
き
り
特
定
が
で

き
て
い
な
い
資
料
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
（
［
］
は
推
定
名
称
を
あ
ら
わ
す
）
『
標
本
原
簿
（
地
理
）
』
「
登
録
番
号
一
四
七
　
世
界
人
種

全
身
像
五
人
種
男
女
」
（
大
正
＝
二
年
（
一
九
二
四
）
九
月
三
日
（
島
津
製
作
所
よ
り
）
二
〇
円
で
購
入
）
の
内
の
一
体
で
は
な
い
か
と
も
思
わ

れ
る
が
、
島
津
カ
タ
ロ
グ
に
よ
れ
ば
、
「
世
界
人
種
模
型
（
全
身
像
）
」
の
内
容
は
「
マ
オ
リ
種
族
男
女
、
バ
リ
種
族
男
女
、
イ
タ
リ
i
種

族
男
女
、
支
那
人
男
女
、
ユ
ー
タ
種
族
男
女
」
で
あ
り
、
「
朝
鮮
」
は
無
く
、
内
容
的
に
相
違
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
V

　
最
近
に
な
り
、
岡
山
県
の
金
光
図
書
館
に
同
種
の
人
形
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
金
光
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も

の
は
、
博
多
人
形
の
祖
型
と
も
い
え
る
も
の
で
、
明
治
末
期
に
博
多
人
形
師
の
井
上
清
助
が
製
作
を
始
め
た
も
の
ー
「
井
上
式
元
祖
博
多

人
形
」
1
で
あ
る
。

　
井
上
式
元
祖
博
多
人
形
は
、
明
治
末
年
に
、
そ
れ
ま
で
地
場
産
業
と
し
て
細
々
と
製
作
さ
れ
て
い
た
博
多
人
形
作
り
を
、
博
多
人
形
を

普
及
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
図
の
も
と
大
隈
重
信
を
名
誉
総
裁
と
し
、
坪
井
正
五
郎
博
士
と
関
根
正
直
を
名
誉
顧
問
と
し
製
作
・
販
売
さ
れ
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た
視
聴
覚
教
材
で
「
埴
輪
模
型
」
や
「
歴
代
服
装
模
型
」
「
日
本
帝
国
人
種
模
型
」
な
ど
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
「
日
本
帝

国
人
種
模
型
」
は
解
説
書
に
よ
れ
ば
「
日
本
が
明
治
維
新
以
後
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
の
韓
国
併
合
に
至
る
ま
で
、
領
土
の
膨
張
を
み

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
の
千
島
・
樺
太
か
ら
南
の
台
湾
に
至
る
日
本
帝
国
の
領
土
に
多
数
の
人
種
が
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ

れ
ら
の
人
種
の
模
型
を
作
り
示
し
た
」
と
い
う
時
代
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
訳
は
「
内
地
人
」
「
朝
鮮
人
」
「
琉
球
人
」
「
ギ
リ
ヤ

ー
ク
」
「
オ
ロ
ッ
コ
」
「
台
湾
人
」
「
台
湾
蕃
人
」
「
ア
イ
ヌ
」
で
男
女
一
組
つ
つ
、
八
種
一
六
体
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
史
料
館
所
蔵
の
も

の
も
、
こ
の
一
種
（
「
朝
鮮
人
」
）
と
推
測
さ
れ
る
。

　
今
で
こ
そ
博
多
を
代
表
す
る
産
物
の
一
つ
で
あ
る
博
多
人
形
の
原
型
を
こ
こ
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
元
祖
博
多
人
形
は
地
元
博

多
に
も
残
っ
て
お
ら
ず
、
現
在
の
と
こ
ろ
金
光
図
書
館
、
弘
前
高
校
、
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
に
そ
の
存
在
を
確
認
で
き
る
の
み
で

あ
る
。
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（
二
）
移
管
資
料

　
旧
制
学
習
院
は
宮
内
省
の
所
管
で
あ
っ
た
。
当
時
帝
室
博
物
館
（
現
東
京
国
立
博
物
館
）
、
教
育
博
物
館
（
現
科
学
博
物
館
）
も
同
様
に
宮

内
省
の
所
管
で
あ
り
、
同
列
の
機
関
と
し
て
、
正
式
な
書
類
な
し
で
、
資
料
の
相
互
保
管
転
換
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　
旧
制
学
習
院
の
歴
史
地
理
標
本
室
の
資
料
中
で
「
保
管
転
換
資
料
」
と
判
明
で
き
る
も
の
は
二
点
あ
る
。
『
標
本
原
簿
（
歴
史
）
』
中

「
登
録
番
号
五
七
　
台
湾
全
島
地
図
模
型
」
と
「
登
録
番
号
五
八
　
岐
阜
市
附
近
曲
線
模
型
」
に
つ
い
て
「
博
物
館
ヨ
リ
保
管
転
換
」
と

の
記
載
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
こ
の
二
点
は
史
料
館
に
は
所
蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ど
う
い
っ
た
も
の
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

現
学
習
院
中
等
科
生
物
教
室
は
旧
制
学
習
院
博
物
学
教
室
所
蔵
の
標
本
類
を
所
蔵
し
て
い
る
が
、
こ
の
中
の
「
旧
制
学
習
院
博
物
学
科
資

料
」
の
剥
製
標
本
の
中
に
は
、
保
管
転
換
を
示
す
記
載
が
あ
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。



　
ま
た
、
M
2
9
5
～
恥
3
0
2
奏
任
官
束
帯
の
セ
ッ
ト
は
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
昭
和
天
皇
御
大
礼
の
際
に
奏
任
官
が
着
装
し
、
そ

の
後
そ
の
ま
ま
下
賜
さ
れ
た
も
の
と
同
一
の
も
の
で
、
こ
の
資
料
に
は
宮
内
省
よ
り
の
保
管
転
換
の
書
類
が
あ
る
。
同
一
の
装
束
の
セ
ッ

ト
が
、
奈
良
、
京
都
の
国
立
博
物
館
に
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
学
習
院
の
も
の
は
な
ぜ
か
未
使
用
で
あ
る
。

（
三
）
寄
贈
資
料

「旧制学習院歴史地理標本室移管資料」にっいて

　
資
料
の
中
に
は
学
習
院
の
関
係
者
か
ら
の
寄
贈
資
料
も
多
数
あ
る
。
寄
贈
者
名
に
は
旧
制
学
習
院
の
関
係
者
と
い
う
こ
と
で
、
当
然
皇

族
や
華
族
の
名
前
が
多
い
。
当
時
の
彼
ら
は
日
本
の
政
治
の
中
枢
を
担
っ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
構
想
の
も
と
植
民
地

化
し
た
韓
国
や
日
本
の
委
任
統
治
下
に
あ
っ
た
南
洋
群
島
へ
行
き
、
様
々
な
文
物
を
手
に
入
れ
た
。
そ
の
一
部
を
学
習
院
に
寄
贈
し
、
学

習
院
は
歴
史
地
理
標
本
室
に
収
蔵
し
た
と
推
測
で
き
る
。
前
述
し
た
「
M
2
1
［
朝
鮮
農
民
風
俗
］
男
女
人
形
」
同
様
、
戦
前
の
日
本
の

体
制
が
そ
の
ま
ま
現
れ
た
資
料
群
で
あ
る
。

　
高
松
宮
殿
下
寄
贈
資
料
群
（
恥
2
9
3
M
2
9
4
㎞
3
0
6
）
も
そ
う
い
っ
た
資
料
群
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
高
松
宮
宣
仁
親
王
は
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

軍
大
尉
と
し
て
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
聯
合
艦
隊
演
習
で
パ
ラ
オ
方
面
に
行
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
際
に
現
地
に
お
い
て
寄
贈
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
V

れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
国
立
民
族
学
博
物
館
の
秋
道
智
彌
教
授
に
よ
れ
ば
、
「
恥
2
9
4
パ
ラ
オ
島
ア
バ
イ
模
型
」
は
国
立
民
族
学

博
物
館
に
も
完
形
品
が
な
く
、
か
な
り
希
少
な
資
料
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
寄
贈
資
料
の
中
で
特
筆
す
べ
き
も
の
と
し
て
明
倫
博
物
館
（
明
倫
中
学
校
付
属
博
物
館
）
か
ら
の
寄
贈
資
料
群
が
あ
る
。
明
倫
博

物
館
は
尾
張
徳
川
家
藩
校
「
明
倫
堂
」
と
「
愛
知
教
育
博
物
館
」
に
端
を
発
す
る
、
我
が
国
最
古
の
私
立
博
物
館
で
、
明
治
三
四
年
（
一

九
〇
一
）
か
ら
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
ま
で
存
続
し
て
い
た
。
こ
の
間
、
経
営
母
体
の
変
遷
に
よ
り
、
明
倫
博
物
館
と
称
さ
れ
た
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
1
）

明
倫
中
学
校
付
属
博
物
館
と
称
さ
れ
た
り
、
名
称
も
変
化
す
る
が
、
そ
の
詳
細
な
歴
史
に
つ
い
て
記
す
こ
と
は
こ
こ
で
は
略
す
る
。
明
倫
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表1　明倫博物館移管資料

整理
ma 名称 内容 年代 法量 数量

地歴ラベルNα

添書き等 附属品 標本原簿 登　録
N月日

入手経路 備考

3 東福寺銘軒 瓦当のみ 江戸中期 外径18．7×外 1
歴史162東 S11， 明倫中学博

丸瓦片 （18C前 区内縁径13。2 福寺及び仁 10．10 物館より移
半） x瓦当厚3，2 和寺瓦28個 管

のうち

28 アイヌ鮭皮 アイヌ語でケリ 近代 ①12，0×24．0 2 ①〔標本札〕鮭ノ皮 地理286北 T15． 愛知県立明
靴 ①完成品②未製 x18，2②20．5 ノ靴」北海道土人 海道アイヌ 9．1 倫中学校付

品 x42．3 雪上歩行二用フ」 人衣服及用 属博物館寄

明倫中学校付属」 具 贈

本館備品②〔標本

札〕サケノカワグ

ツ」北海道土人製

口口

29 仁和寺銘軒 瓦当のみ 江戸前期 外径13，8x外 1 〔貼紙〕京都御室御 歴史162東 S11． 明倫中学博
丸瓦片 （17C） 区内縁径10．2 所 福寺及び仁 10．10 物館より移

×瓦当厚1．9 和寺瓦28個 管

35 岐阜県不破 凸面縄叩文，凹 奈良（8 12．3x11．0× 1 〔標本札〕明治四十 木箱〔箱書〕不破関 地理287陶 T15． 愛知県立明
関跡出土平 面布目 C） 厚2，1 五年二月十五日侯 古瓦一個〔蓋裏書〕 器太古品破 9．2 倫中学校付
瓦片 爵家ヨリ下付」本 明治四十五年十月 片共25個 属博物館寄

館備品 十五日」奥方様美 贈

濃国関ケ原故蹟」

御実視の同所附近

ナル三輪」善四郎

方二御休憩在ラセ

ラル其」折同人ヨ

リ之ヲ献ス」因二

当主ハ在関時ノ関

守ナル」藤原朝臣

末葉也ト云」

oD
揩c



3
0
思
「
真
駆
ゆ
漣
圏
粁
駆
脚
碧
倒
幽
纒
魏
掛
「
罷
ロ
一
」

36 韓国忠清南 高麗瓦，凸面矢 高麗（11 12．0×10，gx 1 〔標本札〕西暦紀元 地理287陶 T15． 愛知県立明 弘慶寺跡＝大韓

道弘慶寺跡 羽状叩文，凹面 C前半） 厚2，0 一千二十一ノ作ナ 器太古品破 9．2 倫中学校付 民国忠清南道天

出土平瓦片 布目 リト云フ」二片共 片共25個 属博物館寄 原郡成歓面大弘

布目アリ」二片」 贈 里320所在／Na

大正五年九月十四 45と同種

寄付」弘慶寺ハ高

麗王顕宗即位十二

年竣工スト云フ」

忠清南道天安郡成

歓面弘慶」院里二

アル弘慶寺ノアト

ヨリ掘」出シタル

モノ」寄贈清水元

太郎〔墨書〕成歓」

弘慶院」June，14

45 韓国忠清南 高麗瓦，凸面矢 高麗〔11 10，gx9，8x 1 〔墨書〕稜山成歓」 地理287陶 T15． 愛知県立明 晦36と同種

道弘慶寺跡 羽状叩文，凹面 C前半） 厚2，0 弘慶院〔標本札〕西 器太古品破 9．2 倫中学校付

出土丸瓦片 布目 暦紀元一千二十一 片共25個 属博物館寄

ノ作ナリト云フ」 贈

二片共布目アリ」

二片」大正五年九

月十四寄付」弘慶

寺ハ高麗王顕宗即

位十二年竣工スト

云フ」忠清南道天

安郡成歓面弘慶」

院里ニアル弘慶寺

ノアトヨリ掘」出

シタルモノ」寄贈

清水元太郎〔墨書〕

成歓」弘慶院」

June，14

①
◎
D



整理
mα

名称 内容 年代 法量 数量
地歴ラベルNα

添書き等 附属品 標本原簿 登　録
N月日

入手経路 備考

55 東福寺銘軒 享保5年 外径17．4x外 1
歴史162東 S11． 明倫中学博 東福寺＝京都市

丸瓦片 東福寺修 区内縁径11．2 福寺及び仁 10．10 物館より移 東山区本町所在
理 ×瓦当厚 和寺瓦28個 管

63 名古屋七ツ 側面に「元禄 江戸中期 9．7xg．8× 1 〔朱書〕名古屋七ツ 地理287陶 T15． 愛知県立明 名古屋七ツ寺＝
寺所用鬼瓦 三」のへら書き （1690） 23．2 寺〔刻〕元禄三 器太古品破 9．2 倫中学校付 名古屋市中区大
片 あり 片共25個 属博物館寄 須2丁目長福寺。

贈 慶長16年（1611）

現在地に移動。

尾張藩主の祈願

所

64 珠文縁東福 瓦当のみ 応永年間 外径18，3×外 1 〔貼紙〕東福寺聖一 歴史162東 S11． 明倫申学博
寺銘軒丸瓦 （15C初） 区内縁径13．9 國師開祖」建築二 福寺及び仁 10．ユ0 物館より移
片 x瓦当厚3．8 掛ル嘉禎年間ノ 和寺瓦28個 管

物」古瓦

66 珠文縁東福 瓦当のみ，筒部 江戸前期 外径15．9×外 1 歴史162東 S11． 明倫中学博 Nα67と文字同
寺銘軒丸瓦 削落す，珠文24 （17C） 区内縁径11．5 福寺及び仁 10．10 物館より移 版，珠文を追加
片 ×瓦当厚3，1 和寺瓦28個 管

6了 珠文縁東福 瓦当のみ，珠文 江戸前期 外径16．ox外 1 歴史162東 SII． 明倫中学博 層α66と文字同版

寺銘軒丸瓦 12 （17C） 区内縁径11．5 福寺及び仁 10．10 物館より移
片 ×瓦当厚2，3 和寺瓦28個 管

77 アイヌ織物 ①アツシを織る 全長73，0 1 ①〔木製付札表〕土 地理286北 Tl5． 愛知県明倫
機 機，アイヌ語で 人シクトル〔木製 海道アイヌ 9．1 中学校付属

アットゥシーカ 付札裏〕第三号べ 人衣服及用 博館寄贈

ルーペ②操行 カヲニク〔木製付 具8
棒，アイヌ語で 札裏ラベル〕史シ」

サマカップ 五四一〔貼紙〕ベカ

ヲニク〔貼紙〕オー

O
①



3
0
9
「
真
慰
梱
鐘
側
粁
攣
獣
署
叡
類
纒
鄭
齢
「
亜
里
」

サ〔紙製付札〕「シ

ナ」ノ皮〔紙製付

札〕アツシ②〔木製

付札表〕土人シク

トル〔木製付札裏〕

第二号ザマカツフ

〔貼紙〕ザマカツフ

86 アイヌわら アイヌ語でシト 近代 11．3x25．7x 2（1 〔付札〕シュプケイ 地理286北 T15． 愛知県立明

じ ウケリ，北海道 厚約2．0 ・足） レ」臆振国ムカハ 海道アイヌ 9．1 倫中学校付

胆振地方東部鵡 ニテ得」Shu　Tu 人衣服及用 属博物館寄

川にて採集 Keire　MuKaWa， 具8 贈

1n　the　Iburi

P「OVInce

135 アイヌカン 楕円形，アイヌ 41．9×23．1x 2（1 〔標本札〕ガンジ 地理286北 T15． 愛知県立明

ジキ 語でテシマ 1．0 足） キ」北海道土人ノ 海道アイヌ 9．1 倫中学校付

用具」雪上ヲ歩行 人衣服及用 属博物館よ

スルニ用」フ」本 具8 り寄贈

館備品

136 アイヌカン 瓢箪形，アイヌ 45．gx21．8x 2（1 〔標本札〕ガンジ 地理286北 T15， 愛知県立明

ジキ 語でチンル 3．4 足） キ」北海道土人ノ 海道アイヌ 9．1 倫中学校付

用具」雪上ヲ歩行 人衣服及用 属博物館よ

スルニ用」フ」本 具8 り寄贈

館備品

289 アイヌ樺製 本体樺製，蓋部 62，0x14．ox 1 地理286北 T15． 愛知県立明

矢筒 分熊の皮製，ア 4．7 海道アイヌ 9．1 倫中学校付

イヌ語でイカエ 人衣服及用 属博物館よ

フ 具8 り寄贈

290 アイヌ矢 矢の下半分及び 長32．5x径 1 地理286北 T15． 愛知県立明

鎌を欠く，アイ 0．8 海道アイヌ 9．1 倫中学校付

ヌ語でアイ 人衣服及用 属博物館よ

具8 り寄贈か
一
①



博
物
館
の
収
蔵
品
の
種
類
と
そ
の
数
に
つ
い
て
、
私
立
明
倫
中
学
校
校
友
誌
『
明
倫
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
「
鉱
物
凡
そ
千
三
百
四
十
余

種
、
植
物
凡
そ
千
六
百
余
種
、
動
物
凡
そ
二
千
余
種
、
其
他
歴
史
風
俗
及
工
業
品
等
参
考
材
料
約
二
千
余
あ
り
。
」
と
あ
り
、
か
な
り
大

　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
明
倫
博
物
館
は
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
に
明
倫
中
学
校
が
愛
知
県
に
移
管
さ
れ
る
の
に
伴
い
閉
鎖
さ
れ
る
。
博
物
館
の
標
本
類
の
大

部
分
は
愛
知
県
立
明
倫
中
学
校
に
引
き
継
が
れ
た
が
、
｝
部
に
つ
い
て
は
学
習
院
に
も
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
当
時
の
尾
張
徳
川
家
当

主
義
親
が
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
よ
り
一
年
間
学
習
院
で
生
物
学
の
教
鞭
を
執
っ
た
縁
故
に
よ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　
愛
知
県
立
明
倫
中
学
校
に
引
き
継
が
れ
た
標
本
類
の
そ
の
後
の
状
況
で
あ
る
が
、
愛
知
県
立
明
倫
中
学
校
の
後
身
で
あ
る
、
現
在
の
愛

知
県
立
明
和
高
校
に
は
資
料
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。

　
明
倫
博
物
館
よ
り
学
習
院
に
寄
贈
さ
れ
た
資
料
の
う
ち
、
二
六
七
点
が
中
等
科
生
物
学
教
室
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
今
ま
で
も

知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
内
訳
は
、
「
愛
知
県
教
育
博
物
館
よ
り
寄
贈
標
本
目
録
」
に
よ
る
と
植
物
標
本
一
五
六
点
、
動
物
標
本
｝
点
、
「
愛

知
県
立
明
倫
中
学
校
付
属
博
物
館
よ
り
寄
贈
標
本
目
録
」
分
は
植
物
標
本
↓
〇
三
点
、
動
物
標
本
七
点
で
あ
る
。

　
今
回
の
調
査
の
結
果
「
旧
制
学
習
院
歴
史
地
理
標
本
室
移
管
資
料
」
の
中
に
も
明
倫
博
物
館
寄
贈
資
料
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

（
表
1
＞

　
そ
の
中
で
も
特
に
ア
イ
ヌ
関
係
の
資
料
に
は
、
資
料
の
製
作
者
名
の
記
載
や
、
資
料
の
ア
イ
ヌ
語
称
の
記
載
が
あ
る
。
今
後
こ
れ
ら
の

資
料
の
明
倫
博
物
館
へ
の
入
手
経
路
を
判
明
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
具
体
的
に
は
徳
川
義
親
と
徳
川
農
場
の
あ
っ
た
北
海
道
八
雲
町
と

　
　
　
（
1
3
）

の
関
係
か
ら
、
記
載
さ
れ
て
い
る
製
作
者
が
八
雲
ア
イ
ヌ
で
あ
る
こ
と
が
特
定
で
き
れ
ば
、
製
作
場
所
、
製
作
年
、
製
作
者
の
特
定
で
き

る
ア
イ
ヌ
資
料
と
し
て
か
な
り
重
要
な
資
料
と
な
り
う
る
。
現
在
こ
の
点
に
つ
い
て
は
調
査
を
す
す
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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（
四
）
発
掘
資
料

「旧制学習院歴史地理標本室移管資料」について

　
資
料
の
中
に
は
出
土
遺
物
も
か
な
り
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
学
習
院
輔
仁
会
史
学
部
に
よ
る
発
掘
調
査
時
の
出
土
遺
物
で
あ
る
。

（
表
2
）

　
今
回
の
整
理
・
調
査
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
点
と
し
て
、
付
随
調
査
と
し
て
学
習
院
高
等
科
に
保
管
さ
れ
て
い
た
学
習
院
輔
仁
会
史
学

部
の
発
掘
調
査
出
土
資
料
の
概
要
調
査
を
行
っ
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
は
、
「
M
1
2
0
等
々
力
御
嶽
山
古
墳
出
土
鉄
剣
、
鉄
鎌
類
」
の
調
査
を
始
め
た
段
階
で
、
鉄
剣
を
復
元
す
る
に
は
破
片
が
不
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
4
）

し
て
い
る
こ
と
、
同
遺
跡
出
土
の
短
甲
が
『
考
古
学
雑
誌
』
上
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
ど
こ
に
そ
の
短
甲
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

保
管
さ
れ
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
輔
仁
会
高
等
科
史
学
部
（
現
在
は
休
部
状
態
）
の
発
掘
調
査
出
土
資
料
が
現
在
ど
こ

に
あ
り
、
ど
ん
な
状
況
で
あ
る
の
か
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
輔
仁
会
高
等
科
史
学
部
の
出
土
遺
物
は
何
回
か
の
移
動
の
後
に
二
〇
年

程
前
か
ら
高
等
科
旧
美
術
室
の
一
室
に
雑
然
と
放
置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
高
等
科
史
学
部
顧
問
の

内
田
義
男
先
生
、
史
学
部
O
B
の
岡
田
茂
弘
先
生
な
ら
び
に
史
学
部
O
B
諸
氏
の
ご
協
力
を
得
て
、
遺
跡
名
と
出
土
遺
物
の
対
応
を
行
っ

た
。
（
こ
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
も
平
成
九
年
度
（
一
九
九
七
）
発
行
の
目
録
に
付
編
と
し
て
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。
）

　
こ
こ
で
少
し
、
学
習
院
輔
仁
会
史
学
部
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て
お
く
。
本
誌
掲
載
の
徳
川
義
宣
氏
の
論
考
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、

学
習
院
輔
仁
会
は
学
習
院
に
お
け
る
課
外
活
動
の
中
心
機
関
と
し
て
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
四
月
六
日
に
創
設
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
。

当
初
は
、
編
纂
部
、
演
説
部
、
体
育
部
な
ど
七
部
で
あ
っ
た
が
、
組
織
改
編
を
繰
り
返
し
様
々
な
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
三

年
（
一
九
二
八
）
一
月
に
は
歴
史
と
地
理
に
興
味
を
有
す
る
も
の
に
よ
り
史
学
会
が
創
設
さ
れ
た
。

　
史
学
会
の
特
筆
す
べ
き
活
動
と
し
て
、
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
七
月
と
翌
一
八
年
（
一
九
四
三
）
三
月
の
喜
多
見
御
料
地
内
の
古
墳
の
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表2輔仁会史学部発掘調査資料

整理
ｻα

名称 内容 年代 法量 数鼠
地歴ラベルNα

添書き等 附属品 標本原簿
登　録
N月日

入手経路 備考

18 鎌倉市上杉 鎌倉市犬懸上杉 鎌倉 長10～20cm 一括 大学史学部

やぐら出土 やぐらS30．8学 醸 発掘調査

木質遺物 習院大学史学部

発掘調査時出土

遺物／箸，薄板，

木片，胡桃の種

など

38 出土地不明 ①須恵器片1② 奈良～平 ①4，0×3．4× 3 高等科史学

土器片・骨 士師器片1③骨 安（8～ 厚0．8②4．2× 部発掘調査

片 片1 9C） 3．4x厚0．8③

5．5x6．4×
4．0

96 富津市大満 千葉県富津市岩 木箱30．3x 多数 ガラス板付木箱 高等科史学 『千葉県富津市

横穴群出土 坂大満横穴群S 44．9×13．8 部発掘調査 岩坂大満横穴群

貝の化石な 27学習院高等科 調査報告書

ど 史学部発掘調査 富津市文化財調

時出土迫物／ 査報告書』（1973

貝・骨・土師な 富津市）／Nα309

ど多数 同遺跡出土品

114 〔千葉県出 縄文土器片（口 縄文中期 6．2x5．2x厚 1（2 高等科史学 荒屋敷遺跡出土

土〕縄文土 縁部）3片中2 （加曽利 1．5 片接 部発掘調査 品か？

器片 片接合 E式） 合）

115 喜多見7号 世田谷区喜多見 4C末～5 1 学習院史学 r学習院史学会

墳出土鉄剣 7号墳S17，7・ C初 会発掘調査 報復刊第一号考

S18．3学習院史 古学特集」（1949

学会発掘調査時 学習院史学会）／

出土遺物 Nα119と一緒に

梱包されていた

マ
①



3
0
”
｝
「
簗
剃
細
趣
慨
粁
腿
騨
碧
叡
幽
纒
蜘
朴
嘉
ロ
一
」

119 喜多見7号 世田谷区喜多見 4C末～5 1 学習院史学 「学習院史学会

墳出土鉄鍍 7号墳S17，7・ C初 会発掘調査 報復刊第一号考

S18，3学習院史 古学特集』（1949

学会発掘調査時 学習院史学会）／

出土遺物 Nα115と一緒に

梱包されていた

120 等々力御嶽 世田谷区等々力 5C中頃 2 高等科史学

山古墳出土 御嶽山古墳S25 部発掘調査

鉄剣・鉄鐵 4，13～15学習院

など 高等科史学部発

掘調査時出土遺

物

123 喜多見7号 世田谷区喜多見 4C末～5 1 学習院史学 『学習院史学会

墳出土木片 7号墳S17．7・ C初 会発掘調査 報復刊第一号考

S18，3学習院史 古学特集』（1949

学会発掘調査時 学習院史学会）

出土遺物

127 採集地不明 口緑部2・胴部 縄文中期 ①4．DX5，4x 3 高等科史学

縄文土器片 1 1，5②4．1x 部採集

6．ox1．4③

3．5×3．2x
1．1

147 千葉県長林 千葉県安房郡長 縄文前期 32．5x28．2× 1 高等科史学 r貝塚』第43号

寺台（田子 林寺台（田子台） 10．8 部発掘調査

台）遺跡出 遺跡S25，3学習

土石皿片 院高等科史学部

発掘調査出土遺

物，3つに割れ

ているのを接合，

図面によると4

片あったが1片

は欠

鴎
①



整理
?ｿ

名称 内容 年代 法量 数撮
地歴ラベル恥

添書き等 附属品 標本原簿
登　録
N月日

入手経路 備考

234 等々力御嶽 世田谷区等々力 5C中頃 1 シャーレ 高等科史学

山古墳出土 御嶽山古墳S 部発掘調査

鉄片 25，4．13～15学

習院高等科史学

部発掘調査時出

土遣物

275 採集地不明 ①円筒埴輪口縁 縄文・古 ①10，5x17．5 4 高等科史学

土器片 部片1②縄文土 墳・中世 ×1。5②6．ox 部採集

器片1③④かわ 6．ox厚1，2③

らけ片2 2，3x2．8x厚

1，4④2．ox

2．4×厚0，5

297 採集地不明 化石貝層より採 一括 高等科史学

貝 集のもの，サザ （21 部採集

エ，イシダタミ， 点）

カキ，オオノガ

イ，バカガイ等

280 堀之内貝塚 千葉県市川市堀 縄文 ケース26．7x 24 ガラス板付ケース 高等科史学

等出土縄文 之内貝塚S25・ 35．7x6．0 部発掘調査

土器片・ 26・30学習院高

貝・骨片等 等科史学部発掘

調査時出土遺物

①縄文土器片
（堀之内式・加

曽利B式）7点
②貝（オオノガ

イ・マガキ・サ

ルボウ・ハマグ

リ？）4点　土

錘1点（S29．4

㊤
①



二
〇
”
｝
「
蕪
細
迦
鐘
側
粁
駆
蹴
翼
倒
圏
纒
蜘
朴
羅
皿
一
」

出土）磨製石斧

片〔殿内貝塚〕・

〔下組東貝塚（S

25．12出土）〕③

いのししの歯第

2第3臼歯1点
かめの甲羅1点

鯛の頭骨1点

その他鹿等7点
（①～③）はガラ

ス板付ケース）

282 上本郷貝塚 ［コ縁部1951頃採 縄文中期 7，6x7．5x厚 1 高等科史学

採集縄文土 集か （阿玉台 1．4 部採集

器片 式）

283 出土地不明 ①②③土師器片 奈良～平 ①5．3x6．5× 4 高等科史学

土師器片・ 〔甕）④鹿骨片 安（8～ 厚0．9②5，2x 部発掘調査

骨片 9C） 5，2×厚0，9

③5．5×5．7x

厚0，9④5，6x

4．ox2．7

309 富津市大満 千葉県富津市岩 奈良時代 径12，0x3．3 1 高等科史学 r千葉県富津市

横穴群出土 坂大満横穴群S （8C中頃） 部発掘調査 岩坂大満横穴群

須恵器蓋 27学習院高等科 調査報告書

史学部発掘調査 富津市文化財調

時出土遺物 査報告書』（1973

富津市）に実測

図あり／Nα96同

遺跡出土品

310 館山市稲原 千葉県館山市稲 縄文時代 10，9×2，6 1 高等科史学 r貝塚』第41号

貝塚出土骨 原員塚S25．3． 早期（茅 部発掘調査 に実測図あり

ヒ 15学習院高等科 山式）
卜
①
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発
掘
調
査
を
行
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
喜
多
見
御
料
地
は
中
等
科
の
移
転
予
定
地
で
、
宮
内
省
所
有
地
の
た
め
一
般
の
立
ち
入

り
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
学
習
院
の
み
が
発
掘
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
発
掘
の
結
果
、
鏡
、
玉
、
鉄
刀
、
鉄
鍛
な
ど
が
出
土
し
て

　
（
1
6
）

い
る
。

　
こ
の
調
査
の
際
の
出
土
遺
物
に
つ
い
て
も
、
長
く
そ
の
存
在
が
不
明
で
あ
っ
た
。
史
料
館
に
も
「
旧
制
学
習
院
歴
史
地
理
標
本
室
移
管

資
料
」
と
し
て
鉄
製
遺
物
が
雑
然
と
入
っ
て
い
た
木
箱
が
二
箱
放
置
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
遺
物
が
ど
こ
の
遺
跡
の
も
の
か
分
か
ら
ず
に



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
V

い
た
。
今
回
の
調
査
の
結
果
、
初
め
て
喜
多
見
七
号
墳
と
等
々
力
御
嶽
山
古
墳
の
出
土
遺
物
で
あ
る
こ
と
が
、
判
明
し
た
次
第
で
あ
る
。

　
史
学
会
は
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
二
月
の
輔
仁
会
改
組
の
際
に
、
中
等
科
・
高
等
科
に
分
離
し
、
中
等
科
は
「
地
歴
班
」
と
な
り
、

高
等
科
は
「
史
学
部
」
と
な
っ
た
。
史
学
部
は
そ
の
後
精
力
的
な
活
動
を
行
い
、
前
述
の
等
々
力
御
嶽
山
古
墳
を
は
じ
め
、
市
川
堀
之
内

貝
塚
や
誉
田
高
田
貝
塚
な
ど
数
々
の
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
大
半
に
つ
い
て
は
発
掘
調
査
報
告
書
の
刊
行
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
遺
物
の
整
理
に
つ
い
て
も
中
途
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
発
掘
に
関
係
し
た
部
口
貝
が
卒
業
し
て
い
き
、
そ

の
後
資
料
は
歴
史
地
理
標
本
室
や
史
学
部
の
部
室
に
放
置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
今
回
、
概
要
調
査
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
高
等
科
と
し
て
も
今
後
も
資
料
を
積
極
的
に
保
管
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
平
成
九
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

（一

繼
緕
ｵ
）
竣
工
の
新
高
等
科
校
舎
に
も
資
料
保
管
用
の
一
室
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

r旧制学習院歴史地理標本室移管資料」にっいて

お
わ
り
に

　
以
上
、
今
年
度
調
査
を
行
っ
た
「
旧
制
学
習
院
歴
史
地
理
標
本
室
移
管
資
料
」
に
つ
い
て
、
資
料
群
と
し
て
の
特
色
、
入
手
経
路
別
の

個
別
資
料
の
紹
介
を
行
っ
て
き
た
。

　
一
　
教
育
研
究
資
料
群
と
し
て
の
「
旧
制
学
習
院
歴
史
地
理
標
本
室
移
管
資
料
」
で
述
べ
た
と
お
り
、
「
旧
制
学
習
院
歴
史
地
理
標
本

室
」
と
い
う
組
織
の
存
在
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
中
の
収
蔵
品
が
、
「
旧
制
学
習
院
歴
史
地
理
標
本
室
移
管
資
料
」
と
し
て
今
回
ほ
ぼ
一
括

の
形
で
保
存
、
整
理
、
研
究
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
教
育
史
的
に
も
博
物
館
学
的
に
も
先
進
的
な
試
み
で
あ
る
こ
と
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
内
容
と
し
て
は
、
戦
前
の
日
本
の
体
制
を
現
わ
す
一
側
面
と
し
て
の
性
格
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
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二
　
「
旧
制
学
習
院
歴
史
地
理
標
本
室
移
管
資
料
」
の
入
手
経
路
別
分
類
と
そ
の
例
に
お
い
て
は
、
（
一
）
購
入
、
（
二
）
移
管
、
（
三
）
寄

贈
、
（
四
）
発
掘
の
四
種
の
入
手
経
路
分
類
が
で
き
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　
今
回
は
、
「
旧
制
学
習
院
歴
史
地
理
標
本
室
移
管
資
料
」
群
と
し
て
の
特
色
と
入
手
経
路
別
の
特
色
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
が
、

個
々
の
資
料
に
掘
り
下
げ
る
べ
き
課
題
が
ま
だ
ま
だ
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
課
題
一
つ
一
つ
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
「
旧

制
学
習
院
歴
史
地
理
標
本
室
移
管
資
料
」
は
大
き
な
研
究
の
広
が
り
を
み
せ
る
で
あ
ろ
う
。

　
目
録
の
公
開
と
と
も
に
、
個
々
の
資
料
の
掘
り
下
げ
も
、
今
後
と
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
皆
様
か
ら
の
ご
教

示
、
ご
叱
責
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
い
る
。

100

　
こ
の
「
旧
制
学
習
院
歴
史
地
理
標
本
室
移
管
資
料
」
の
整
理
に
あ
た
り
、
各
方
面
よ
り
、
様
々
な
ご
教
示
、
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
っ

た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
謝
意
を
表
わ
し
た
い
。

〈
調
査
協
力
者
（
敬
称
略
　
五
〇
音
順
）
〉
　
赤
澤
威
　
秋
道
智
彌
　
秋
元
昭
二
　
上
野
し
の
ぶ
　
内
田
義
男
　
大
橋
康
二
　
岡
崎
博
之
　
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
茂
弘
　
小
泉
和
子
　
小
林
貴
男
　
小
堀
信
幸
　
小
松
大
秀
　
金
光
英
子
　
桜
井
茂
男
　
桜
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伸
　
佐
々
木
利
和
　
篠
沢
治
子
　
鈴
木
真
弓
　
高
橋
昌
子
　
田
中
一
樹
　
谷
本
晃
久
　
鶴
間
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
　
徳
川
義
宣
　
長
佐
古
真
也
　
西
村
進
　
浜
田
耕
策
　
林
雄
介
　
久
末
康
一
郎
　
深
津
行
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
崎
元
樹
　
諸
星
真
澄



「旧制学習院歴史地理標本室移管資料」について

註
（
1
）
　
『
学
習
院
百
年
史
』
（
昭
和
五
六
年
三
月
三
一
日
　
学
習
院
百

　
年
史
編
纂
委
員
会
）

（
2
）
　
院
史
資
料
室
収
蔵
資
料
は
現
在
百
周
年
記
念
会
館
展
示
室
に

　
展
示
さ
れ
て
い
る
「
唐
桶
」
五
体
。
そ
の
う
ち
一
体
に
『
学
習
院

　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
歴
史
地
理
標
本
室
鵬
』
の
ラ
ベ
ル
の
貼
付
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
標

　
本
原
簿
（
歴
史
）
』
中
「
登
録
番
号
六
五
　
唐
美
人
土
偶
　
大
正
一

　
四
年
八
月
二
日
』
に
該
当
。

　
　
東
洋
文
化
研
究
所
収
蔵
資
料
は
東
洋
文
化
研
究
所
に
残
さ
れ
て

　
い
た
末
松
保
和
先
生
の
資
料
中
よ
り
発
見
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
コ
扇
子
」
（
『
学
習
院
歴
史
地
理
標
本
室
鎚
』
の
ラ
ベ
ル
貼
付
、

　
『
標
本
原
簿
（
歴
史
）
』
中
「
登
録
番
号
七
一
扇
子
（
排
日
宣
伝

　
用
）
　
大
正
一
四
年
九
月
一
四
日
　
金
田
鬼
一
寄
贈
」
）

　
　
「
呉
道
子
孔
子
像
拓
本
」
（
『
学
習
院
歴
史
地
理
標
本
室
㎜
』
の

　
ラ
ベ
ル
貼
付
、
『
標
本
原
簿
（
歴
史
）
』
中
「
登
録
番
号
三
三
　
呉

　
道
子
孔
子
像
拓
本
　
大
小
　
大
正
＝
二
年
三
月
一
二
日
　
大
谷
勝

　
真
寄
贈
」
）
な
ど
が
あ
る
。

（
3
）
　
目
録
に
は
「
旧
制
学
習
院
歴
史
地
理
標
本
室
移
管
資
料
」
の

　
全
目
録
、
『
標
本
原
簿
』
を
筆
耕
し
た
一
覧
、
輔
仁
会
史
学
部
発

　
掘
調
査
一
覧
を
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
4
）
　
岡
田
茂
弘
「
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
必
要
性

と
構
想
L
（
『
東
京
家
政
学
院
生
活
文
化
博
物
館
年
報
』
第
三
・
四

合
併
号
　
一
九
九
六
）

（
5
）
　
『
学
習
院
歴
史
地
理
標
本
室
』
の
ラ
ベ
ル
は
四
桁
の
数
字
が

記
入
さ
れ
て
い
る
場
合
と
、
ご
く
稀
に
標
本
原
簿
の
登
録
番
号
が

そ
の
ま
ま
記
入
さ
れ
て
い
る
場
合
と
が
あ
る
。

（
6
）
　
島
津
製
作
所
の
販
売
カ
タ
ロ
グ
「
目
録
　
地
理
と
歴
史
』
は

島
津
創
業
記
念
資
料
館
展
示
品
の
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
発
行
の

も
の
の
他
に
京
都
科
学
所
蔵
の
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
の
も
の

　
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）
　
『
原
色
陶
器
大
図
鑑
』
（
加
藤
唐
九
郎
　
一
九
七
二
　
淡
交

社
）（

8
）
　
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
の
高
橋
昌
子
氏
の
ご
紹
介
に
よ

　
る
も
の
で
あ
る
。
平
成
八
年
（
］
九
九
六
）
秋
に
東
京
大
学
総
合
研

究
博
物
館
に
お
い
て
同
種
の
人
形
を
実
見
し
、
そ
の
由
来
を
問
い

　
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
青
森
県
立
弘
前
中
央
高
校
福
井
敏
隆
氏
の
論

文
「
元
祖
博
多
人
形
－
井
上
式
地
歴
標
本
I
」
（
『
紀
要
』
平
成
七

　
年
度
　
青
森
県
立
弘
前
中
央
高
等
学
校
）
を
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の

論
文
よ
り
金
光
図
書
館
所
蔵
の
博
多
人
形
の
存
在
を
確
認
す
る
こ

　
と
が
で
き
た
。

　
　
金
光
英
子
「
世
界
と
日
本
の
風
俗
人
形
」
（
金
光
図
書
館
報

　
『
土
』
一
一
八
　
一
九
八
七
）
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（
9
）
　
『
高
松
宮
日
誌
』
第
二
巻
（
一
九
九
五
　
中
央
公
論
社
）

（
1
0
）
　
「
ア
バ
イ
」
と
は
パ
ラ
オ
島
の
青
年
男
子
集
会
所
の
こ
と
。

高
床
式
で
破
風
作
り
の
屋
根
を
有
し
、
壁
面
に
そ
の
村
固
有
の
物

　
語
が
絵
文
字
に
て
表
記
さ
れ
て
い
る
。

（
1
1
）
　
本
号
収
載
岡
田
茂
弘
「
史
料
館
所
蔵
の
瓦
経
と
有
銘
碑
」
注

　
2
参
照

（
1
2
）
　
私
立
明
倫
中
学
校
校
友
誌
『
明
倫
』
第
一
五
号
（
明
治
四
二

　
年
（
一
九
〇
九
）
）
中
「
博
物
館
沿
革
」

（
1
3
）
　
徳
川
義
親
と
北
海
道
八
雲
農
場
（
現
八
雲
町
）
域
の
ア
イ
ヌ
と

　
の
間
に
は
親
密
な
関
係
が
あ
っ
た
。
徳
川
義
親
『
熊
狩
り
の
旅
』

　
（
｝
九
二
一
　
精
華
書
院
）

（
1
4
）
　
田
中
新
史
「
御
嶽
山
古
墳
出
土
の
短
甲
」
（
『
考
古
学
雑
誌
」

　
六
四
巻
一
号
　
一
九
七
八
）

（
1
5
）
　
一
九
九
四
年
に
松
崎
元
樹
氏
に
調
査
を
依
頼
し
た
後
に
、
世

　
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
に
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

（
1
6
）
　
内
藤
政
光
「
武
蔵
喜
多
見
古
墳
発
掘
報
告
」
（
『
学
習
院
史
学

会
報
』
復
刊
第
一
号
　
一
九
四
九
）

（
1
7
）
　
喜
多
見
七
号
墳
出
土
の
鏡
、
玉
と
等
々
力
御
嶽
山
古
墳
出
土

　
の
玉
二
点
に
つ
い
て
は
、
未
だ
そ
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
。

（
1
8
）
高
等
科
史
学
部
資
料
に
関
す
る
質
問
な
ど
は
、
史
料
館
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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